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るようになって久しい。文部科学省の『平成 29 年度「学術情報基盤実態調査」』[1] による
と、国公私立大学計 783 大学（国立大学 86、公立大学 89、私立大学 608）のうち、平成












































年度新入生 272 名と管理栄養士養成課程を有する山形県立米沢栄養大学の新入生 41 名の
合計 313 名である。調査参加者は 1 名の男性（0.3%）と 312 名の女性（99.7%）で構成さ
れていた。
アンケート調査は 2018 年 4 月の入学式以降に設定されていた新入生対象の大学内にお
ける情報システムに関するガイダンスにおいて実施した。なお、新入生は参加するガイダン
スを事前に指定されていた。そこで本研究では、ガイダンスごとの参加者を一つのグループ
としてまとめ、グループの名称をグループ A、グループ B、グループ C、グループ D、グルー
プ E と設定した。アンケート調査実施時における各グループの人数は、グループ A が 111 名、


















3.	3 ～ 5時間	 4.	5 ～ 10 時間





5.	文書作成	 	 	 6.	データの集計・処理
7.	DVD・CD等の再生	 	 8.	ビデオや画像等の編集・作成
9.	LINE 等の SNS の使用	 	 10.	創作活動（音楽・イラスト等）
11.	ゲーム	 	 	 12.	コンテンツのダウンロード
13.	勉強・学習の補助	 	 14.	ネットバンキング
15.	電子掲示板の閲覧・書き込み	 16.	家計簿
















1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後













プ A が 90 名、グループ B は 38 名、グループ C は 39 名、グループ D は 41 名、グループ
E は 32 名であった。
　調査票の回答は統計処理ソフトウェア R version 3.4.4[12] や R パッケージ tidyverse[13]
でデータ処理および分析され、グラフは R パッケージの ggplot2[14] で作成された。
【設問 I】パソコンのプレゼンテーションソフトウェア（パワーポイント等）に初めて触れた時期につい
て教えてください。
1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後
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図 1　パソコンや情報処理に関する検定 ( 資格 ) 試験の受験状況




　図 2 に家庭でのパソコンの所有状況の結果を示す。図 2 の上位 2 位までの回答に着目す
ると、回答の順の並びはグループにより異なるが、全てのグループで「所有していない」、
「高校卒業後に購入した」が回答として出現した。「所有していない」の回答は、グループ
A が 27.8%、グループ B が 55.3%、グループ C が 38.5%、グループ D が 24.4%、グループ
E は 50.0% となっており、グループ全体で 3 割から 5 割程度存在している。「高校卒業後に
購入した」の回答はグループ全体の 2 割から 4 割程度（グループ A：42.2%、グループ B：
21.1%、グループ C：23.1%、グループ D：29.3%、グループ E：21.9%）存在している。こ
れら上位 2 位までの回答の割合を合計すると、全体でおよそ 6 割から 7 割程度になっている。
図 2　家庭におけるパソコンの所有状況




　学生の 1 週間当たりのパソコンの平均使用時間の状況は図 3 に示している。図 3 より全
てのグループにおいて、「全く使用していない、または、ほとんど使用していない」と回答
した割合が最も高いことが明らかである。その割合はグループ A が 77.8%、グループ B は
86.8%、グループ C が 76.9%、グループ D が 80.5%、そしてグループ E が 93.8% であった。
このことから約 8 割以上の学生がパソコンに向かっていないことが分かった。
　2 番目に回答の割合が高いのは「3 時間未満」の回答である。この回答は全てのグループ
において出現しており、グループ A では 10.0%、グループ B では 7.9%、グループ C では
12.8%、グループ D が 9.8%、そしてグループ E では 3.1% が回答した。








　図 4 に学生がパソコンを利用する主な目的の結果を示す。グル プー A では「全く使用していな
い」と回答した割合が 24.4％で一番高かった。次いで「You Tube 等の動画使用・閲覧」(21.1%)、
「ホームページ閲覧」(14.4%) の順で続いた。グループ B において一番割合が高い回答は「全く
使用していない」で 36.8％であった。そして「ホームページ閲覧」(23.7%)、「文書作成」(10.5%)
の順で並んだ。グループ C の上位 3 位までの回答はグループ B の上位 3 位までの回答と同じ回
答が並んだ。その割合は「全く使用していない」が 35.9％、「ホームページ閲覧」が 15.4%、「文
書作成」および「You Tube 等の動画視聴・閲覧」が 10.3% となった。グループ E は上記で述
べた 3 つのグル プーと同様に、一番割合が高い回答は「全く使用していない」で 31.2％であった。
次いで、「ホームページ閲覧」(25.0%) である。3 番目に多かった回答は「インターネットショッピ
ング」、「YouTube 等の動画使用・閲覧」、「DVD・CD 等の再生」が同じ 9.4% で並んだ。一方、
グループ D では、一番割合の高い回答は「YouTube 等の動画使用・閲覧」で 26.8％であった。
次いで、「全く使用していない」(17.1%)、「ホームページ閲覧」(14.6%) の順で続いた。
図 4　パソコンの主な利用目的





　パソコンのキーボードのキー配置についての学生の認識状況を図 5 に示す。図 5 より全
てのグループにおいて「ある程度は分かる」と回答した割合が最も高いことが明らかである。
その割合はグループ A が 40.0%、グループ B は 42.1%、グループ C が 43.6%、グループ D
が 31.7%、そしてグループ E が 59.4% であった。
　他方、「あまり分からない」と「全く分からない、または、ほとんど分からない」の回答
を合計すると、グループ A は 34.5%、グループ B は 36.8%、グループ C は 33.3%、グルー
プ D は 41.4%、グループ E は 28.1% となっていた。
図 5　パソコンのキーボードのキー配置の認識




　学生のパソコンのキーボードでのタイピングの状況を図 6 に示す。図 6 より上位 2 位ま
での回答は全てのグループにおいて同じとなった。その内容は 1 番目が「キーボードを見な
がら両手の数本の指を使用する」、2 番目が「キーボードをチラチラと見ながら両手の数本
の指を使用する」である。上位 2 位までの回答の割合を合計すると、グループ A が 74.5%、





A が 13.4%、グループ B が 23.7%、グループ C が 17.9%、グループ D が 7.3%、グループ E が 6.2%
となった。一方で、キーボードを全く視認せずに両手の数本の指でキーボード入力を行う、
いわゆるタッチタイピングを行っている学生も存在しており、グループ A では 3.3%、グルー
図 6　キーボードによるタイピングの状況
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プ C では 2.6%、グループ D では 2.4% の学生がタッチタイピングをしていると回答している。
一部の学生にキーボード入力が「全くできない」と回答した学生もおり、グループ B (2.6%)、




社の PowerPoint など）に初めて触れた時期についての結果を図 7 に示す。図 7 より回答の
割合が最も高かったのは「中学校の授業」と「高校の授業」に 2 分された。「中学校の授業」
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ている。「小学校の授業」が 2 番目に高かったのはグル プー B（28.9%）およびグル プー C (25.6%)
である。「中学校の授業」が 2 番目に高かったのはグループ B (28.9%) である。「高校の授業」
が2 番目に高かったのはグル プーA (27.8%)、グル プー D (39.0%)、そしてグル プー E (34.4%)であっ
た。
　また回答の割合は低いが、プレゼンテーションソフトウェアを家族の人に教えてもらって初め




ある。上位 2 番目までを確認すると、上位 1 番目が「文字や図表を使った簡単なスライド
作成ができる」、上位 2 番目が「アニメーション設定など、やや高度な使用・活用ができ
る」である。上位 2 位までの回答の割合を合計すると、グループ A が 85.5%、グループ B
図 8　パソコンのプレゼンテーションソフトウェアの使用・活用能力の状況
08西川79-102.indd   90 2019/01/16   0:48
−91−
西川・伊豆田：短期大学および大学の新入生における入学以前のコンピュータリテラシーについて




ができる」と回答した学生も存在し、グループ A (2.2%) 、グループ C (2.6%)、グループ D 
(2.4%)、そしてグループ E (6.2%) に出現している。
　その一方で「使用したことがない、または、ほとんどできない」と回答する学生も存在し
た。この回答は全てのグループで確認でき、グループ A が 12.2%、グループ B は 7.9%、グルー
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Word など）に初めて触れた時期についての結果を示す。図 9 の上位 2 位までの回答を確認
すると、グループは大きく 3 つに区分することができる。まず 1 つ目の区分けは回答が「中
学校の授業」、「高校の授業」の順に並んだ集団である。このグループには以下の 3 つのグ
ループが含まれた。グループ A は「中学校の授業」が 54.4%、「高校の授業」が 25.6% であっ
た。グループ C は「中学校の授業」が 35.9%、「高校の授業」が 33.3% であった。グループ
D は「中学校の授業」が 41.5%、「高校の授業」が 31.7% であった。2 つ目の区分けにはグ
ループ B が属しており、「小学校の授業」が 42.1%、「高校の授業」が 36.8% の順に並んだ。
そして 3 つ目の区分けにはグループ E が属しており「中学校の授業」が 40.6%、「小学校の
授業」が 40.6% の順に並んだ。
　また、回答の割合は低いが、「使用したことがない」と回答する学生も存在した。グルー
プ A (1.1%) とグループ C (5.1%) にその回答が出現している。同様に、回答の割合は低いが
文書作成ソフトウェアを家族の人に教えてもらって初めて使用した学生も存在している。グ
ループ A (3.3%) とグループ C (2.6%) およびグループ E (6.2%) にその回答が出現している。
3.7.2　文書作成ソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンの文書作成ソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 10 に示す。図 10 の
上位 2 位までの回答を確認すると、グループは大きく 2 つに区分することができる。まず
1 つ目の区分けは回答が「文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」、「文
字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」の順に並んだ集団である。こ
の区分けにはグループ A、グループ B、グループ C の 3 つのグループが含まれた。グループ
A は「文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 44.4%、「文字と図表
による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 38.9% であった。グループ B は「文
字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 52.6%、「文字と図表による文





お、この 2 つ目の区分けの回答の並びは 1 つ目の区分けに属するグループの回答の並びの
逆になっている。2 つ目の区分けにはグループ D とグループ E が含まれた。グループ D は「文
字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 39.0%、「文字の入力と書






グループ A が 5.6%、グループ B が 10.5%、グループ C が 15.4%、グループ D が 12.2%、グ
ループ E が 6.2% となっている。
　また、「差し込み印刷や校閲の設定などのやや高度な使用・活用ができる」と回答した学
生も存在している。この回答はグループ A (8.9%) 、グループ B (7.9%)、グループ C (15.4%)、
そしてグループ D (12.2%) に出現している。
　なお回答の割合は低いが、「ファイルの共有による共同編集作業などのさらに高度な使用・
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ど）に初めて触れた時期についての結果を図 11 に示す。図 11 より上位 2 位までの回答は
全てのグループにおいて同じとなった。その内容は 1 番目が「高校の授業」、2 番目が「中
学校の授業」である。「高校の授業」の回答はグループ A が 53.3%、グループ B が 55.3%、グルー
プ C が 51.3%、グループ D が 61.0%、グループ E が 50.0% となっている。全グループの約
半数の学生が高校の授業で表計算ソフトウェアを初めて触れていた。また、「中学校の授業」
の回答はグループ A が 34.4%、グループ B が 26.3%、グループ C が 33.3%、グループ D が
24.4%、グループ E が 28.1% となっている。約 3 割程度の学生が中学校で表計算ソフトウェ
図 10　パソコンの文書作成ソフトウェアの使用・活用能力の状況




　また全グループ中 4 グループにおいて、上位 3 位の回答が「小学校の授業」となった。
「小学校の授業」の回答はグループ A が 5.6%、グループ B が 10.5%、グループ D が 7.3%、
グループ E が 12.5% となった。およそ 1 割程度の学生が小学校で表計算ソフトウェアに触
れる授業を受けていた。なお、グループ C の「小学校の授業」の回答は 5 番目に出現して
おり、その割合は 2.6% であった。
　その一方で「使用したことがない」と回答した学生も存在している。この回答は全ての
グループで出現しており、その割合はグループ A が 2.2%、グループ B が 2.6%、グループ C








　パソコンの表計算ソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 12 に示す。図 12 より
全てのグループにおいて回答の割合が最も高かったのは「データの入力と書式の設定など
の簡単な使用・活用ができる」であった。この回答はグループ A が 47.8%、グループ B が
60.5%、グループ C が 38.5%、グループ D が 39.0%、グループ E が 50.0% となっている。
つまり約半数程度の学生が表計算ソフトウェアの基本的な使い方が行えると回答した。
　「関数や集計までの一般的な使用・活用ができる」の回答については、グループ A (23.3%)、
グループ D (24.4%) では上位 2 番目に高い回答となった。グループ B (13.2%)、グループ C 




のグループにおいて上位 4 番目に位置しており、グループ A が 7.8%、グループ B が 7.9%、
図 12　パソコンの表計算ソフトウェアの使用・活用能力の状況
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トなど）に初めて触れた時期についての結果を図 13 に示す。図 13 より上位 2 位までの回
答は全てのグループにおいて同じとなった。1 番目の回答が「小学校の授業」である。グルー
図 13　パソコンのペイントソフトウェアに初めて触れた時期
08西川79-102.indd   96 2019/01/16   0:48
−97−
西川・伊豆田：短期大学および大学の新入生における入学以前のコンピュータリテラシーについて
プ B (55.3%)、グループ C (53.8%)、グループ D (58.5%)、グループ E (56.2%) については約
半数の学生が小学校の授業で初めて触れており、またグループ A では 34.4% の割合となった。
2 番目の回答が「使用したことがない」である。その割合はグループ A が 32.2%、グループ
B が 18.4%、グループ C が 15.4%、グループ D が 17.1%、グループ E が 21.9% となった。
　また、回答の割合は低いが、パソコンのペイントソフトウェアを家族の人に教えてもらっ
て初めて使用した学生もいる。この回答も全てのグループで確認でき、その割合はグループ
A が 4.4%、グループ B が 13.2%、グループ C が 7.7%、グループ D が 2.4%、グループ E が 3.1%
となった。
3.9.2　ペイントソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンのペイントソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 14 に示す。図 14 よ
り全てのグループにおいて「簡単な図形の描画（線や円、四角形などを描く等）」と回答
した割合が最も高いことが明らかである。その割合はグループ A が 41.1%、グループ B は
図 14　パソコンのペイントソフトウェアの使用・活用能力の状況
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71.1%、グループ C が 56.4%、グループ D が 39.0%、そしてグループ E が 40.6% であった。
特にグループ B については約 7 割の学生がペイントソフトウェアで簡単な図形の描画がで
きるようだ。
　ペイントソフトウェアを使って「指定色で領域を塗りつぶす、図形を重ね合わせる等のや
や高度な図形の描画」が行える学生も存在し、その割合はグループ A が 16.7%、グループ B
は 7.9%、グループ C が 12.8%、グループ D が 26.8%、そしてグループ E が 21.9% であった。
　また、ペイントソフトウェアで写真や画像の編集も行っている学生も一部存在しており、















購入した」の回答が上位 2 位までに出現した。「所有していない」の回答は全体で 3 割から































[15] が 2018 年 3 月に公表した「2017 年度青少年のインターネット利用環境実態調査」に
よると、高校生のノートパソコンの利用率は 19.3%、デスクトップパソコンは 7.7% であった。
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